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〇はじめに 

部活動は、これまで生徒たちがスポーツや文化的活動などに親しむ場所として、体力や技能の向上、人間関係の構築、人間

性の涵養など、教育的な意義のある活動として行われてきました。 

一方で、少子化に伴う生徒数の減少により、これまでの部活動の体制を維持することが一層困難になっており、また、競技経

験のない教員が部活動の指導を担うなど教員の負担等も背景に、抜本的な部活動改革が必要となっています。 

本校においても、こうした状況の中、「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識のもとで、学校部活動の

地域移行を推進し、持続可能な中学生のスポーツ・文化的活動の機会確保を図っていきます。 

そこで、本校の今後の取り組みの目的や内容を改めて以下に整理していきます。 

 

〇本校の部活動廃止の目的 

① 地域展開の推進 

「少子化」「子供のニーズの多様化」「働き方改革」に伴う、持続可能な学校指導、運営体制の構築。 

② 子供の自主・自立の力の育成 

自ら放課後時間の活用法の考案。個々にあった「挑戦したい活動」や「新たなスポーツ」との出会い。活動に没頭し探究する 

時間の確保。自己の特性や興味の見つめ直し。自分の成長に合わせたライフスタイルデザインと、意思決定力、判断力の育成。 

③ 子供の選択肢の幅の広がりと、自己決定の機会の創造 

新たなスポーツや文化的活動との出会い。自己決定による責任感や自己肯定感の育成。 

④ 附属の特色を生かした「Fuzokuプロジェクト（Fプロ）※仮名称」創設予定 

「もっと探究を深めたい」「やり残した活動の続きがしたい」など、子供の想いに応える「探究の時間」を設置することを検討し

ている。時には１人で、時には協働して探究に没頭し、知識を広げ、思考を深め、技術を身につけるような活動を展開したいと考

えている。 

 

〇本校の部活動地域展開に向けた取り組み（案） 

 

 

裏面「現７年生は具体的にどうなっていくのか」へ 



現７年生は具体的にどうなっていくのか 

 ７年生の生徒の皆さんが、今後部活動においてどのように変わっていくのか、イメージがつかない方もいらっしゃると思

います。ここでは、表面に記載した本校の取り組みを受け、来年度から大きな変化のある７年生に焦点を当て、今後どのよ

うに変わっていくのか具体的に紹介します。 

 

図 「R８年度の流れ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動部はこれまで、夏季大会や秋季大会（新人戦）など、中体連（中学校体育連盟）の大会に向けて土日に練習試合

を行ったり地域の大会に参加したりしてきました。上図のように、R８年度の夏季大会を終え先輩達が引退した後からは、そ

のような休日の活動が無くなります。実質、R８年度の夏季大会以降は、本校の部活動として参加する初めての試合形式

の大会が、R８年度の秋季大会そして R９年度の夏季大会になるということです。 

よって、R８年度の夏季大会以降、現７年生はどのように過ごすかを事前に考えたり、クラブに申し込みをしたりするなど

の準備が必要となります。日頃学校より配布されるチラシや各市町の HP、以下の QR コードから情報をご確認頂けます。

是非参考にして頂き、お住まいの地域における活動に積極的に参加して頂きたいと思います。 

 本校の部活動地域展開に向けてのご理解・ご協力のほど、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

R８年度＝８年生 

夏季大会終了後、 

先輩が引退し７・８年生のみの活動へ 

土日の活動無し 

これまで休日に行ってきた本校での通常練習や練習試合、

強化練習会、イベントなどに学校として参加しない 

〇運動部→地域のクラブチームに入ったり自主練をしたりする 

〇文化部→地域のクラブやイベントなどに参加する 

〇全生徒共通→自分の夢や目標のために行動する時間、学習や趣味など自分でライフスタイルを確立していく 

※部活動を退部してクラブに完全移行するという方法もありますが、そのクラブが中体連の大会に出られるかどう 

か確認する必要がある 

R9年度＝９年生 

土日の部活動は引き続き中止。最後の夏季大会終了とともに引退する 

地域クラブのチラシ例 
福井市 HPより 

「ドリーム通信」 


